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棚板

クリアランス0

コ型樹脂棚受
（側壁側）

キャップ

２方受

※1：厚さ22mm：棚板の厚さ15mm
　　  厚さ27mm：棚板の厚さ20mm

製品図面・パーツセット明細 寸法単位：mm

寸法単位：mm納まり図

● 施工前に躯体の垂直・直角を確認してください。
● 施工する壁面に必ず下地合板（12mm厚以上）もしくは、
それと同等以上の壁補強を行なってください。

躯体準備
ビスL=45

6本

ビスL=18

6本
12本

サイズ

L900
L1810 12本

施工・取扱説明書

1式
1式

部
品

コ型樹脂棚受　※1本入

以下のパーツがすべて揃っているかをご確認ください。

コ型樹脂棚受キャップ　※2個入

※キャップを取り付ける場合、キャップの前面はキャップの厚み分（3mm）、
手前に出ます。（ ［ B 拡大図 ］  参照 ）

施工説明書
コ型樹脂棚受

ご使用になる前に必ずこの「施工説明書」をご一読いただきますよう、お願いいたします。
間違った施工を行ないますと製品の品質劣化や人への損傷につながる可能性があります。
本書にそわず施工・取扱を行った場合については当社での保証はしかねますのでご注意ください。

施工される方へ 施工前に製品をよくお確かめください。
品質管理には万全を期していますが、万一品質に不都合な点がございましたら、販売店様または弊社営業まですぐに
ご連絡ください。施工前の製品に限り、販売店様を通じて良品と交換させていただきます。施工後の交換、補修はいた
しかねますので必ず施工前のご確認お願いします。

2025.01

必ずお読みください 本社  〒760-0067　香川県高松市松福町1-15-10

T E L（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 1 FA X（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 5首都圏 第1・2チーム 首都圏営業
グループ

T E L（0 8 7）8 2 5 - 3 6 3 2
T E L（0 8 7）8 0 6 - 3 6 6 0
T E L（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 2

FA X（0 8 7）8 2 5 - 3 6 9 5
FA X（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 5
FA X（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 6

北海道・東北営業チーム    
関東甲信越営業チーム
中部営業チーム

東日本営業
グループ

T E L（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 3
T E L（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 4
T E L（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 5

FA X（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 7
FA X（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 8
FA X（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 9

近畿営業チーム    
中四国営業チーム    
九州営業チーム

西日本営業
グループ

T E L（0 8 7）8 2 5 - 3 6 6 2 FA X（0 8 7）8 2 5 - 3 6 6 9特需 第1・2チーム特需営業
グループ
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クリアランス0

３方受

カット

棚板

カット

カット間口－40mm

寸法単位：mm施工手順

1 棚板のカット

寸法単位：mm納まり図

2 コ型樹脂棚受のカット

取り付け奥行に合わせてカットしてく
ださい。
※コ型樹脂棚受との納まりについては
　 納まり図  をご確認ください。

キャップ有り：棚板奥行－17mm
キャップ無し：棚板奥行－1mm

下図のとおりにカットしてください。
幅寸法
間口ー10mmにカットしてください。

奥行寸法

■ コ型樹脂棚受（側壁側）
　 納まりやキャップの有無によりカット寸法が異なります。
　 下図のとおりにカットしてください。

■ コ型樹脂棚受（背壁側）　※ ３方受  の場合のみ
　 間口－40mmにカットしてください。

 ２方受  の場合

キャップ有り：棚板奥行－13mm
キャップ無し：棚板奥行＋3mm

 ３方受  の場合

※棚板はコ型樹脂棚受の厚み分（4mm）、手前に出ます。
（ ［ B 拡大図 ］  参照 ）

※キャップを取り付ける場合、キャップの前面はキャップの
厚み分（3mm）、手前に出ます。（ ［ D 拡大図 ］  参照 ）

必ずエッジテープ側からカットしてください。

エッジテープ エッジテープ

反対側からカットす
ると、エッジテープが
剥がれるおそれがあ
ります。



側壁 背壁 側壁

側壁 背壁 側壁
［正面図］

墨出し位置（任意高）

背壁

下穴φ3.0

［側面図］

墨出し位置（任意高）

墨出し位置（任意高）

墨出し位置（任意高）

棚板設置位置側壁 側壁

コ型樹脂棚受設置位置

4

30 30300以内 300以内

側壁

ビスL=45（通常躯体用） もしくは
ビスL=18（仕切板用 ※20mm厚以上）

コ型樹脂棚受

側壁 側壁

［正面図］

下穴φ3.0

302 230300以内

背壁

コ型樹脂棚受

墨出し位置（任意高）

側壁 背壁 側壁

墨出し位置（任意高）

ビスL=45

コ型樹脂棚受

寸法単位：mm施工手順

3 取り付け位置の墨出し
壁面に任意の高さでコ型樹脂棚受の取り付け位置を墨出しして
ください。（棚板仕上寸＋4mm）

4 コ型樹脂棚受（側壁側）の固定
コ型樹脂棚受（側壁側）へ下穴（φ3.0）を開けた後、付属のビスで両端から
30mmの位置に、その他は300mmピッチ以内で固定してください。

5 コ型樹脂棚受（背壁側）の固定
コ型樹脂棚受（背壁側）へ下穴（φ3.0）を開けた後、付属のビスで両端から
30mmの位置に、その他は300mmピッチ以内で固定してください。

壁への施工は必ずビスL=45をご使用ください。
（ビスL=18は仕切板へ施工する際にご使用ください。）

壁への施工は必ずビスL=45をご使用ください。

※  3方受  の場合のみ



側壁 背壁 側壁

棚板

側壁 棚板 側壁

［正面図］

30 30300以内

背壁

コ型樹脂棚受（背壁側）コ型樹脂棚受（側壁側）

フィニッシュネイル（L=15）固定位置

上から
押さえる

側壁 棚板

コ型樹脂棚受

フィニッシュネイル固定位置

クリアランス0

側壁 背壁 側壁

棚板

［側面図］

キャップキャップ

棚板

フィニッシュネイル（L=15）固定位置

コ型樹脂棚受
（側壁側）キャップ

0（クリアランス）

３方受け

２方受け

フィニッシュネイル
（L=15）固定位置

フィニッシュネイル
（L=15）固定位置

寸法単位：mm施工手順

耐荷重の目安値

6 棚板の固定
コ型樹脂棚受へ棚板を差し込んだ後、フィニッシュネイル（L=15）
を両端から30mmの位置に、その他は300mmピッチ以内で下か
ら打ち、固定してください。

●棚板とコ型樹脂棚受の
クリアランスが上部に来
るよう、棚板を上から押
さえた状態でフィニッ
シュネイルを下から打っ
てください。

7 キャップの取り付け
キャップの内側へ接着剤（現場調達）を塗布し、棚板へ差し込み
ます。その後、キャップの下からフィニッシュネイル（L=15）を1箇
所打ち、固定してください。

下記数値は耐荷重の目安値であり、保証値ではありません。
単位：kg

３方受
２方受
３方受
２方受
３方受

間口910mm

間口1360mm

300
20
10
15

15mm厚
［芯材］集成材

450
25
15
15

600
30
20
15

300
55
25
40
10
35

450
70
40
40
20
20

600
75
60
40
25
20

20mm厚
［芯材］集成材厚　　　さ

奥行(mm)

間口1810mm
記載の耐荷重値は等分布荷重の場合の値です。また、棚板についてはランバーシリーズ（弊社製品）を
使用した場合の計測結果をもとにしております。それ以外の条件にてご使用の場合はこの限りではあり
ません。

●フィニッシュネイルの頭がコ型樹脂棚受から飛び出
さないようにご注意ください。

フィニッシュネイルの頭がキャップから飛び出さない
ようにご注意ください。


